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令和７年度農畜水産物のPFAS含有実態調査結果（農林水産省）

 令和６年度及び７年度に調査した37品目の消費量は、食品全体
の消費量の約５割に相当

 37品目の平均摂取量は、耐容一日摂取量（TDI）の0.65%
（PFOS）、0.45%（PFOA）と十分に低い水準

 37品目の最大摂取量においても、TDIの7.6%（PFOS）、
2.2%（PFOA）であり、相当低い水準

※ 中央値や最大値が検出下限値未満の場合は、検出下限値を、定量下限値未満の場合は定量下限値
を代入しています。
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○令和８年度も調査対象品目を拡大しながら実態調査等
を継続

○令和７年度調査で、特異的に高い値が見られた試料に
ついては、蓄積要因等の調査等を実施

令和８年度以降の対応（農林水産省）

（令和８年度実態調査等予定品目）

農産物：レタス、ネギ、ピーマン、コマツナ、カンショ
水産物：マアジ、ウナギ、フナ、ワカサギ、シジミ、ノリ
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今後の対応の方向性について

 ばく露量は、耐容一日摂取量（TDI）を大幅に下回ることから、現時点
で直ちに規格基準の策定が必要となる状況にないと考えられるのではな
いか。

 これまでに得られた37品目の調査結果で、国内生産量に対して８割を占
める。引き続き、農林水産省では品目を拡大して調査が行われる予定で
あり、今後は、その結果も踏まえ、必要に応じて基準策定の議論を行っ
ていくこととしてはどうか。
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○ 令和６年度及び令和７年度の農林水産省の調査結果を踏まえて、
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